第二号様式（第八条第一項）
その一
事業計画書(eq \o \al(\s \up 11(経営等改善資金のうち新養殖技術導入資),\s \up 0(金、資源管理型漁業推進資金、環境対応),\s \up -11(型養殖業推進資金以外の資金用))経営等改善資金のうち新養殖技術導入資金、資源管理型漁業推進資金、環境対応型養殖業推進資金以外の資金用)
１　総括表
	申請者
	購入設置する機器等
	購入設置費

	
	種類名称
	台（セット）数
	単価
	

	
	
	
	円
	千円


注　申請者が特定認定中小企業者又は促進事業者である場合に当該事業計画に係る沿岸漁業従事者等があるときにあつては、申請者欄に当該沿岸漁業従事者等の氏名又は名称を括弧書きで記載すること。
２　設置計画
　(１)　資金の種類及び機器等の概要
	資金の種類及び機器等の種類・名称
	メーカー名称及び型式名称
	施工者名称
	機器等の内容
	購入又は設置の予定時期

	
	
	
	
	


　(２)　機器等を装備する漁船
	登録番号
	
	船名
	
	総トン数
	

	所有者氏名
	
	進水年月日
	

	漁業種類
	


注
１　記入に当たつては、次の事項に注意すること。
(１)　資金の種類及び機器等の種類・名称…「操船作業省力化機器等設置資金」等
の資金の種類並びに「遠隔操縦装置」、「レーダー」等の機器等の種類及び名称を記入すること。
(２)　メーカー名称及び型式名称…機器等の種類及び名称ごとに、メーカー名及び型式番号、品名等を記入すること。
(３)　施工者名称…機器等の取付け、装備等を行う施工者の名称を記入すること。
(４)　機器等の内容…機器等の性能及び出力、制御する施設の出力又は工事の内容及び範囲等を次の例により記入すること。
（例）自動操だ装置　磁気コンパスパイロット式操だ機　電動　　ｋＷ
遠隔操縦装置　推進機関　　ｋＷ用
動力式つり機
ラインホーラー　　　　漁業用　電動　　ｋＷ
ネットホーラー　　巻揚速度　　ｍ／分
漁獲物等処理装置　漁獲物等の水揚作業又は水揚げ後の漁獲物等の処理
作業の省力化の内容
補機関　　用　　ｋＷ（動力取出装置のみの場合にあつては、取出出力を
ｋＷと記入すること。）
漁船用環境高度対応機関　　ｋＷ
定速装置　　　　　　　　　用
安全カバー装置　揚網機駆動軸カバー　　製
揚 eq \o(\s\up 8(びよう),錨)錨機カバー　　製
揚網機安全装置　船 eq \o(\s\up 8(びき),曳)曳網用、底 eq \o(\s\up 8(びき),曳)曳網用、　　　　　用
漁獲物の横移動防止装置　魚そう　長さ　　ｍ×幅　　ｍ×深さ　　ｍを　　　個に仕切る。
荷止め板　　製　長さ　　ｍ×幅　　ｍ×厚さ　　㎝×　　枚
隔壁　製　厚さ　　㎝×　　枚設置
（防熱　　材厚さ　　㎝）
魚 eq \o(\s\up 8(だ),溜)溜め　　製　長さ　　ｍ×幅　　ｍ×
深さ　　ｍ
レーダー反射器　　　　　多板組立式有効反射面積　㎡（つり下式）
無線電話　　　Ｈｚ　　　Ｗ
灯火付きブイ　白色　　　Ｗ
レーダー反射器付きブイ　多板組立式有効反射面積　　㎡
２　次の資料を添付すること。
(１)　機器等について、基準の示してあるものについては、基準を満たしていることが分かるカタログ、取扱書若しくは設計図又はこれらのコピー
(２)　操船作業省力化機器等設置資金、漁ろう作業省力化機器等設置資金、補機関等駆動機器等設置資金及び燃料油消費節減機器等設置資金にあつては、収支計画及び償還計画（特定認定中小企業者又は促進事業者以外の者が申請者である場合に限る。）
３　資金計画
	資　　　金　　　調　　　達　　　方　　　法

	沿岸漁業改善資金
	自己資金
	その他

	千円
	千円
	千円

	
	
	


